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1.はじめに
低平地研究の新たな展開には，これまで
精力的に進められてきた防災・環境改善の
技術に関する研究にくわえ，イ器平地の特質
と課題を多角的・総合的な視点からとらえ
なおす調査・研究の実践が不可欠といえる.
いいかえれば「低平地学jの確立にむけ，
関連分野の専門的な研究と並行して学擦的
研究の推進とその体系化をはかることが，
今後ますます要請されてくるとおもわれる.
If~平地学」の展開方向については，おお
くの議論もあろうが，とくにつぎの点に期
待したい.すなわち，低平地に関する「知J
の探究にとどまらず，低平地のよりすぐれ
た環境の形成をめざす実践的な「学Jであ
ること，また，開発か保全かといった二者
択一論，あるいは技術中心主義的な立場を
こえ，低平地の環境と人間諸活動との共生
と調和を目標とすること，である.このよ
うな観点から 11.昌平地学」をとらえると，
先人たちが低平地特有の環境をいかし，つ
ちかつてきた暮らしと技術の体系，いわば
{昌平地の「環境文化jに関する研究をすす
めることも，震要となろう.
そこで小稿では，佐賀低平地の「環境文
化」のうち，とくに古い時代に影づくられ
た「基層j文化に着目し，歴史学，考吉学，
地理学など，低平地にかかわる知見や議論
をふまえながら，その特質について考察す
ることとした. したカまってここでは，おも
に佐賀低平地における近世以前の歴史と民
俗を通観して議論することになるが，それ
により，今自見うしなわれつつある飽平地
文化の重要な側面に光があてられ，低平地
文化の豊かなひろがりについて理解がふか
まり， f~平地のあらたな「環境文化」の創
造にむけた知的基盤の充実に資することで
きるのではないか，と考えるからである.
低平地に対する視野と理解をひろげるこ
ころみとして，小稿では低平地に関する通
説や社会的通念の見臨しといった側面に焦
点、をあて議論をすすめることとする.まず，
世界の事例やわが国の古代を概観し，低平
地が豊かな文化をはぐくむ揺監の地となっ
ていたことにふれ，本題である佐賀低平地
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の環境文化の基底にある文化的特質が，海
陸の中間的領域としての特異な環境の活用
にあることをあきらかにしたい.
2.集住・理想の地としての低平地
低平地に対する今日の見方拡，低湿軟弱
な地盤や多発する水害など，人間活動に
とってマイナスな面がおおいと見るのが一
般的であり，これまでの研究もこれら低平
地に顕著にみられる環境問題の技術的改善
に重点、がおかれてきた，といえるだろう.
いわば，低平地は「人間活動に不利な領
域J，r改良すべき不完全な陸地Jとしてと
らえられてきた，といえるが，そうした一
般的な認識に相違して，活発であった人間
活動の証左を世界各地の臨海低平地に見い
だすことができる.さらにわが国では，低
平地が神話世界の中心的な位置をしめてい
た，とみられる.臨海低平地が，実は古代
の集住・理想の地であったのではないのか，
ここでいくつかの例をひきながら検討して
みたい.
2. 1 世界に広がる低平地居住とその条
件
低平地の考吉学的な調査は，土砂の堆積
や水没などにより遺跡の発見が困難なこと
もあり，おおく進展しているとはいえない
が，ヨーロッパでは19世紀以降，水辺低湿
地に立地していた杭上住居や盛土住居など
とみられる古代集落跡が発見されている.
臨海低平地にかぎってみても，スカンジア
ナピア半島からデンマーク，北ドイツ，オ
ランダ，ブリテン島にいたる北海沿岸の!日
低湿地地帯には，中/新石器時代，先史時
代後期の集落や遺跡がおおく発掘され，当
時，臨海低平地に高度な生活文化が展開し
ていたことが知られる.
新大陸においても，広大な温地や潟湖が
沿岸部にひろがり，ほとんどが未調査まま
であるが，北太平洋沿岸やブロリダ半島の
海辺を中心に，先住民族の多様な低湿地集
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落・遺跡群が発見されている.一方，アジ
アに自をむけても，東南アジアの島艇にみ
られる独特の移動的・分散的な海民文化が，
海辺に展開するマングロープの沼地に根差
したものであるとの指檎ーもある.
このように，臨海低平地は農耕文明に先
だっ文化の人々にとって震要な生活領域と
なっていた.水位変動の影響を定常的にう
け，また低湿な地盤など居住に不利な聞が
ともなうが，上記のほかにも生活文化の痕
跡は世界各地の臨海低平地にみられる.そ
の集団生活をささえたのは，臨瀧低平地が，
その特異な生態系により，魚介類をはじめ
とする多様な潟産物を豊富かつ定常的に供
給でき，その余剰を低平地の住民が水運を
通じて他の地域と交易できた点にあること
は，発掘されたおおくの考古学的資料が物
語っている.非ヨーロッパ世界との貿易の
中心として栄えたヴ、ェネツィア(ヴェニス)
は，古代ローマ時代末期のゲルマン系譜族
の侵略を避け本土の人々が潟瀬の浅瀬に移
住したことが契機となって建設された水上
都市であるが，♂その経済的基盤となる地中
海世界に展開された海運・交易活動は，や
はり古くから潟湖でおこなわれていた漁労
と舟運に根ざしていた，といえる.
2. 2 文化揺鑑・理想の地としてのわが
盟の低平地
わが国に自を転じてみても，低平地は，
古代文化をはぐぐむもっとも重要な環境を
提供していた，といえる.ここでは， r言在
来日Jや f万葉集jにあらわれる当時の人々
の精神世界を通じて検討してみたい.r記・
紀jの内容については，調書のみならずそ
のほかの史書の記述とも整合しない点がお
おし荒麿無稽な倍説としてとらえるむき
もある.しかし，大和王族とその支配統治
の正当性にかかわる内容については，政治
的な配慮による虚構・脚色などがあるとこ
とを前提に考察すべきであろうが，環境の
記述については，すくなくとも当時の支配
階閣に臆する人々の生活領域や環境のイ
メージが反映されたものとみてもよいので
はなかろうか.以下，そのような観点から
考察してみたい.
山地が大半をしめるわが国にあって，出
雲に代表される地上界が「葦原の中国Jと
表現されているように，葦のおいしげる低
湿地が神話世界の中心となっている点は，
当時の世界観を知る上で，とくに注目すべ
きであろう.r日本書記jの冒頭には， r開
闘くる初に，掛i壌の浮れ漂へること，
ば遊魚、の水上に浮けるが猶し，時に，天地
の中に一物生れり.状葦牙の如し.Jとあ
り，同様に， r古事記jでは「国稚く，浮か
べる脂の如くして水母なす漂へる時に，
牙のごと萌え騰る物に因りて成りませ
る.. Jと記され，国土の草創は，浮かび、た
だようものが葦により定着し島となったこ
とにはじまる，との宇宙観がのべられてい
る.
これは，招沢地や河}Iの氾濫擦などの内
陸低平地にくわえ，縄文前期を最盛期(約
650'"'-'600年前)とする海進現象が海水準
の低下に転じ急速な土砂の堆積により臨樽
域にあらわれた広大な沖積低平地が，いた
るところ葦原であったということを想像さ
せるものであろう.
また，置かな海産物を供給し水運に利す
る臨海域の低平地が，古代の人々の生活に
密接にかかわっていたことは， r記・紀jや
『万葉集jからも，うかがい知ることがで
きる.回生みの神話には，天皇家の始祖と
される太陽神アマテラスが，筑紫の日向の
海で，棋をおこなうことにより生まれたと
され，また，初代の天患とされる神武の母
は海神の娘であったといった説話は，古代
の支配階居の由来や生活が，海とのつなが
りをつよくもつことを示唆するものともい
えよう.そのことは， r記・紀Jや『万葉集J
に， r浦Jr津Jr江Jr潟Jr岸Jr潮Jr浜j
などといったことばが，おおくあらわれて
くることにも示されている.陸地と海域が
接する臨海域が，当時生活の場そのもので
あったことは，r若の浦瀬満ち来れば潟を無
み葦辺をさして鶴鳴き渡るJ(919)や「難
波潟潮子に出でて玉藻刈る梅未通女ども汝
が名告らさねJ(1726)など，おおくの万葉
歌に叙情的にえがかれている.
さらに，狩猟採集を生業とし，森と海を
おもな生活領域とする縄文人とは異なり，
金属器を有し水稲栽培の技術をもって渡来
した弥生人にとって，葦原のひろがる低平
地は，水田適地として開墾の対象となり，
クニの発展の基礎となる重要な環境であっ
たことを示唆している，といえよう.わが
の美称であった「豊葦原の千五百秋の瑞
穂国Jは，そのことを端的にあらわしてい
るのではなかろうか.
生命をはぐくみ，人々のケガレを静め，
豊穣の源となるとみなされる池沼・漉原・
湿地は，大陸の神仙思想、の影響ともあい
まって，古代の信仰・祭記の場となり，神
域・聖地としてまつられた，と考えられる.
信仰濯物の発見された湿原・池沼や，湿原
祭杷に深いかかわりがあるとおもわれる神
社が全国各地にみられる.それは，やがて
庭園文化に結実し，池と島を配した滞土，
すなわち理想郷の象徴として社寺境内や支
配階層の邸宅の庭園のデザインにとりいれ
られ，今日にいたるまでの日本廃闘の典型
として受けつがれている，といえるだろう
(図-1参照).
3.佐賀低平地の基層文化の特鷺
このように，臨潜部の低平地は「忌避さ
れる後進的な地帯Jでないばかりか，逆に
古代文化の発展の重要な舞台となっていた，
といえる.有数の穀倉地帯として稲作を基
礎とする「環境文化Jをはぐくんできた佐
賀低平地においても，ふるくは，その海陸
にまたがる豊かな環境を活用する生活の知
と技術があったことを，ここで検討して
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[1]-1 平安時代の浄土庭園の伊j
(r新訂建築学大系4-1 日本建築史J，P 107より)
みたい.
佐賀低平地とは，有明海北岸にひろがり，
湾奥のおもに子潟のよに形成された低平地
である.二子満の差が小さく波浪がつよい一
般の海岸では砂洲(浜提，砂丘)が形成さ
れるのとは異なり，潮差が3メートルをこ
える有明海岸では，汀線付近の砂泥がなが
されてしまうため，表面の比較的平坦な干
潟型の海岸が形成され，それが佐賀低平地
の地理・地質の基底条件となっている.有
明粘土居と呼ばれる海成層の上に三角洲堆
積物と堪性湿地堆積物がおおい，弥生時代
に顕著となった潜退現象や，筑後川や嘉瀬
JlI，六角JlIや壊田JlIなどの流入荷JlIの土砂
や浮犯の堆積作用，有明海の干満差の著し
い潮汐作用などの自然の智力に，長い歴史
の中で干拓，地揚げなどの人為が一部くわ
わって形成された低平な沖積平野である.
とはいっても，佐賀低平地は程度の差こ
そあれ吉代・中世では，潮の干満や高潮な
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どの海水位の変動に影響をうけ
る梅陸の中間的な地理的条件を
有する地帯であり，一般の陸地
と同様の睦地とみなすことは，
その特異な環境と文化の本質の
理解をさまたげる，と考えられ
る.まずは，そのことにふれて
みたい.
3. 1 海陸の中間的地帯とし
ての性質低平地
今日，長大な堤前によって有
明海と明瞭に陸分されている佐
賀低王子地は，ふるくは海と陸と
の選移地帯であった，といえる.
陸化が時とともにすすむものの，
本格的な潮受堤防が建設される
近世までは，海と陸の中間的領
域として，これまでの通説より
もはるかに捜雑に，海岸線やク
リークなどの水系が入り組んで
いた，と想像される.
住賀県・市などの説によると，佐賀低平
地の海岸線は，約5000年前の縄文中期は現
在の標高5メートルの等高線付近，約2000
年前の弥生中期は，おおむね現在の国道34
号線・264号線付近の4メートノレ等高線のあ
たりにあり，以後，筑後)1右岸付近で干搭
による陸化も含み100年に 1キロメートル，
東与賀町では0.5キロメートル，久保田町で
は0.35キロメートノレの割合で，漸次有明海
にむかつて高進してきた，と説明されてい
る.
これによると，各時代ごとに比較的単純
で連続的な海岸線が推定されているが，粘
の庄密などによる地盤沈下が沼海道を
中心に進行していることが土質調査であき
らかになっており，現在の等高練はかなら
ずしもふるい時代の地盤高に対応していな
いことに，まず留意すべきであろう. くわ
えて近年の考古学的調査では，つぎでもふ
れるように，弥生時代では海側と想定され
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① 水屋は 2間と 3関の家で2階建である.
1務は米倉から成っている. 21絡は板張
りで，洪水時の避難場所となる.
② 水E誌は，必ずといってよい程，北凶の隅
にある.
③段数森をもっ.流失するおそれのあるも
のの雲寺縛周でもある.
④ f綴げfij-Jは倉庫の網干につるしである.
変化する地帯であった，
といえるが，干拓・開
墾が部分的にすすむ中
世にはいっても，なお
そのような状況はおお
くの地域でみられたよ
うだ.r龍造寺家文書j
母屋はさらに40cm低溺い.凝り土
宅地(;1:道路[蕊より 1m30cm I立高い
2年 (1230)の佐
嘉荘領家公文所から龍
造寺氏にあてた下知状
には，龍造寺本質の地
になお「常野J，r常々
荒野Jなどと表現され
る荒蕪地が「徒に棄て
*旬爾
図-3 筑後1流域の「水産Jの例
(r烏綴F行史j，P 26より)
き，空しく星霜を送
ることは，ただに公用
を経まざるのみにあら
ず，私益なきところな
ている筑後JlI右岸の地域から貝塚などの重
要な遺跡群が発掘されている.また，最近
の地質学の研究によれば，大和町尼寺から
佳勢町の嘉瀬JlIの18海道，また，三椴町江
見から川副町広江および城島町内野から榔
JlI市七ツ家の|自筑後JlIの河道にそって深く
入りこんだ，縄文時代の海岸線が海成閣の
分布限界から推定され，弥生時代後半期に
は，三角州の発達や島状の陸地形成がこれ
ら湾部に進展し，さらに複雑な海岸線が形
成されていたと推定されている.そのほか，
地質の合水率による電気抵抗の差違に着目
し，佐賀平野の地下浅部の電気伝導度分布
によって過去の梅岸線を推定しようとする
研究によっても，島状の飛地や入江，半島
状の突起部によって構成される，より護雑
な海岸線分布の可能性が指摘されている.
これらの調査・研究結果からみても，現
在の等高線にもとづく過去の海岸線に関す
る通説は，改めるべきといえるだろう.古
代の住賀抵平地は，予想よりもはるかに海
岸線の出入りに富み， ) 1筋はいまださだま
らず，水位の変動により海陸のひろがりが
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りJとあり，干潟が徐々に陸化し，やがて
耕作地化されることによって陵地が次第に
海側に延びても，内陸部にはまだ耕地化の
充分におこなわれていない低湿地，荒蕪地
がおおくあったろうことが察せられる.
佐賀低平地は高低差のすくない平坦な地
帯であるが，不均等な堆積作用や地盤の沈
降，あるいは人為による地形の改変により，
微視的には地盤高に変化がみられ，自然堤
i坊や島状の微高地がおおく分布していた.
佐賀域内付近には，現在では判然としない
が，ふるくは，上・中・下の「龍造島J，あ
るいは「碇島Jがあり，近世にはいって白
山町に移転した龍造寺は，建立当時「龍造
島Jの高台にあったため高寺の俗称をあた
えられた，とったえられている.今日でも，
佐賀市内には愛敬島や牛島などの地名がの
こり， rシマ(農地)にでかけるJといった
言いまわしが，なおつかわれている.また，
干拓の最前線では，潮汐平地がひろがり，
近世にはいっても，大潮時に堤内への遊泥
沈積をうながす潟土居にかこまれる地域，
あるいは潮土居の内側にも地盤沈下や排水
不良による湿田・湿地など，水位に影響を
うける領域がひろく分布していた.
以上の議論をまとめれば，佐費低平地は，
時代がくだるにつれ陸化が進展していった
とはいえ，干潟であった基底条件と，車接
的・間接的に水域とのかかわりをもっ自然
地理と生態系を有する特異な環境一海でも
あり睦でもあるそれらの中関的領域として
の環境ーによって特徴づけられる地域で
あったといえるだろう.その特異な環境に
おける居住と環境の活用について，つぎの
節で考察してみたい.
3. 2 佐賀低平地における築住と生態系
の活用
古代の佐賀低平地には多くの集落が立地
していた.ひろく知られているように，背
振山地帯麓とその洪積世丘陵には，神埼・
-田1町の吉野ヶ里遺跡，あるいは鳥栖市
の柚比遺跡群をはじめとするおおくの弥
生・古墳時代の遺跡が分布しており，吉代
の先進地域を形成していたことを物語って
いるが，低平な平野部においても，神埼町
荒堅目遺跡，千代田町託田西分・姉遺跡，
三根町本分貝塚など，考吉学的に重要な集
落跡や墳墓群が群在していることが発掘調
査の進展によって明らかになっている(図
-2参照).そのほか，平野部では，牟田
寄，黒井，石塚，西分，青木， ?霞見，西蒲
池にも遼跡が発見されており，これらの遺
跡分布から，者代の人々は大小の流路にか
こまれた島状の微高地を選んで居住してい
たことがうかがわれる. くだって平安時代
から中世にかけての遺構が，三田川町下中
杖や上記の神埼町荒堅自遺跡、からも出土し
ているほか，環濠城舘とよばれる濠でかこ
まれた中世城舘跡が，神崎町の姉}1，横武，
および千代田町寵鳥の低平な地域に砕在し
ている.
このように，吉代・中世の佐賀低平地に
は，おおくの人々が定住していたが，浸水
や低湿な地盤といった低平地につきものの
問題へ対応するため，いくつか環境形成の
面で重要な工夫がなされている.ひとつは，
佐賀低平地の景観を特色づけているクリー
ク網(堀・溝渠)であり，排水や生活/濯
概用水の導・貯水や訪衛などの毘的のため，
住居，集落，田畑の照閣に掘削され，維持
されてきた.もうひとつは，宅地・集落地
の盛土による地盤の嵩上げである.これは，
東高アジアや古代の北部イタリアにみられ
る高床/杭上住居とならんで，世界各地の
低平地にみられ，オランダやドイツなど北
ヨーロッパでは，テアペン，テルプとよば
れる先史時代の盛土集落跡がおおく発見さ
れている.わが国でも，盛土の技法は各地
にみられ，佐費低平地でも，筑後川右岸地
域では f屋地盛」や「水屋」とよばれる盛
土住居が，なおのこされている(図 3参
照).佐賀南部のそのほかの平野部でも，ふ
るくから「地高めJはおこなわれていた.
佐賀藩のおもに土木建築規制にかかわる
f里山方道屋敷方」の法令に， r付，小路・
町共ニひきく(き)屋敷井道筋，其麗敷主
として漸々無油断高メ候様可申付事jとあ
り，地盤の嵩上げが江戸時代には義務づけ
られていたことがわかる.採土のおおくは，
クリークの掘削や，日1干」や「ゴミ(泥土)
揚げJなどとよばれるクリークの定期的な
竣諜によっていた.ここにも，クリークと
佐賀低平地における日常生活の密接かつ合
理的な関係がみてとれる.
こうしたクリーク網の形成や盛土を中心
とした住文化にくわえ，干潟の特異な生態
系の活用が，佐賀低平地の「環境文化Jの
基層をなしている，と考えられる.干潟は，
な生物をはぐくむ特異な環境装置とい
える.豊かな有機物や栄養塩類が，陸上か
らは河川水とともに，海洋からは上げ潮と
ともに流入し，しかも潮の干満により，充
分な酸素と太陽光が供給されるため，バク
テリアや藻類が，干潟の表土に繁茂するこ
とになる.これらの豊富な微生物を餌に多
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様な底生動物や魚類，さらにそれらを餌と
する鳥類が生息することになる.その生産
力はきわめて高く， 1975年の報告では干潟
Iヘクタールあたり，魚介類だけで当時の
長崎県の主要漁業であった以西窟曳漁獲高
の約10倍にものぼる生臆カがあったと推計
されている.こうした高い海生生物の生産
性と，比較的容易に漁獲あるいは採集でき
る魚、異類がおおいこと，さらに塩の採取が
おこなえることなどが，佐賀低平地におけ
る先史・古代以来の集住を，蛋白源の供給
や漁労といった生業の麗からささえてきた，
といえるだろう.
干潟は，一方でト豊かな土壌を生みだす自
然の仕掛けでもある.湾J1の上流から搬出
される肥沃な土砂にくわえ，満瀬により逆
搬される遊泥が堆積し，地味農かな土壌が
蓄積され，やがて自然韓化していく.その
沃土と豊かな水をもちいて，佐賀低平地で
は，はやくから稲作がはじまり，弥生時代
の先進地域を形成した.その後も，こうし
た自然の営カに人為をくわえ，海陸の中間
的領域の干拓が漸次おこなわれ，今日の広
大な穀倉地帯が形成されるにいたった.成
富一門の功績とみられる江戸時代の潮受堤
防(本土居)などの建設による干拓・新田
開発の進展は特筆される.佐賀低平地の農
業の基底には，こうした干潟の土壌形成と
陸化システムをうまく利用する知恵と技術
があったといえるだろう.
佐賀低平地における特異な環境条件の活
用について，もうひとつ重要な問題がある.
渇運とそれによる広域的な交易活動である.
それについて，つぎにのべたい.
3. 3 海趨・交易の地といしての佐賀低
平地
干潟・浅瀬のひろがる有明海は，今日の
おおくの船舶にとっては航行に不適でおある
が，過去にさかのぽつでも広域的な樺上交
通がおこなわれていなかった，とみるのは
正しくない.日本瀧沿岸には，古代，天然
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の潟湖がおおく形成されており，それらの
おおくが潟港として利用され，広域的な海
運・交易の中心として栄えたことが考古学
的な調査や古墳の研究によってあきらかに
なってきたことを，傍証としてあげること
ができる.古代から平安時代のはじめごろ
までは，潟は港として好まれた傾向がみら
れるが，波浪がおだやかなこと，やわらか
な砂や泥でおおわれているため船底をいた
めることがすくなかったこと，また，淡水
と海水が流入するため舟虫などによる被害
がすくなかったこと，などがその理申とし
て考えられる.当時，瀬の干満を利用して
船の出入りをしていたことは，r塾田津に船
乗りせむと月待てば潮もかなひぬ今漕ぎ出
でなJ(8)や「難波潟瀬干の余波委曲見て
む家なる妹が待ち問はむ為J(976)の万葉
歌からも，うかがい知ることができる.
有明海の干潟でも，潮汐をうまく利用し
て，比較的おおきな船舶が航行をおこなっ
ていた，とみられる.それを示す例をいく
つかあげて議論をすすめることにする.佐
賀市の久保泉町熊本山出土の石棺が舟形を
かたどって造営されており，また，鳥栖市
田代太田古墳には舟や舟に乗る人々が描か
れることから，水運とふかくかかわる勢力
あるいは文化が，すくなくとも古墳時代ま
では，有明海北岸域にあったことを示して
いる，といえる.
f肥前風土記Jは，おもに貴行天皇親征や
日本武尊巡幸と肥前盟内各地の地名起源の
説話によって構成されるが，佐賀低平地の
範囲に対応する基縛郡，養父郡，三椴郡，
神埼郡，佐嘉郡，小城郡，杵嶋郡，および
藤津郡の 8 郡と郡内の13郷(~和名抄J では
33郷)の内容をみると，舟運や海にかかわ
る記述が，比較的おおくあらわれる.序文
に「景行天皇が球麿贈助舎を諒して，筑紫臨
を巡狩の持，葦北火流浦より発船して火国
にいでまさんと海を渡りたまいし間にJと
記されているほか，養父郡日理郷，三根郡
船帆郷，神埼郡三根郷，杵I~親日，藤津郡で
も，景行天皇あるいは日本武尊が舟運に
よってその地へ行幸したとしている.たと
えば，神埼郡三根郷では「五根の郷郡の西
にあり，此の郷に}Iあり.其の源は郡の北
の山より出て，南に流れて海に入る.年魚、
あり.同じき天皇，行幸しし時，御船，其
の}Iの糊より来て，此の村に語りましき.
(後略)Jと記されており，また，藤津郡で
は「昔，日本武尊，行幸しし時，此の津に
到りますに，日，酉の山に没りて，御船を
泊てたまひき.明くる且，遊覧すに，船の
鱗を大きな藤に繋ぎたまひき. (後略)Jと
郡名の由来をのべている.そのほか，佐賀
低平地の江湖(湾)や潤}Iでみられる満潮
による川水の逆流謹上を比轍的にのべてい
るとおもわれる記述が，佐嘉郡と藤津郡塩
田}Iの文にみられる.
これらの記述から，古代の佐賀低平地へ
のアクセスには，海上交通が主要な役割を
はたたしていたことが推察されるが，この
地域の防衛施設の遺跡からも，そのことが
裏づけられる.I白村江の戦」の後，藤・新
羅の来襲にそなえ，太宰府都域防衛のため
に築かれたとおもわれる f神寵芯jは，朝
鮮式山城とみられ，佐賀市帯隈山，武雄市
おつぽ山など4カ所が有明海沿岸に築造さ
れている.ほぽ開時期に版築工法で築かれ
たとみられる「堤土塁Jが三養基郡上峰村
にあり，基山町には「関屋土塁JIとうれぎ
とよばれる土震がのこっている.ま
た，肥前回には太率府防衛の主要な拠点、で
あった基捧城を基点とする熔(狼煙)の制
度がしかれていたが，外敵来襲には 2矩，
200隻以上の来襲には 3拒をはなつことに
なっていた.時代はややくだるが，佐賀市
北方の甘南備峰(春自山)一神体山とみら
れるーの山麓に立地していた甘南備社に，
貞観12年 (870)，宇佐，香椎，宗像の宮と
ともに「前年新羅の兵が博多捧などに来着
し，震絹等を奪取したので，閣内にいたる
前に撃退してほしい.Jとの瞥白告文が捧げ
られている.これらは，大陸からの船団に
よる来襲にそなえたものと考えられ，有明
瀧では外洋をわたるような比較的おおきな
船舶の航行が可能であったことを裏づけて
いる，といえよう.
このことは，一方で大韓をふくむ広域的
な海運交易を展開する条件も有明海が有し
ていたことを，示しているといえるが，
実，おおくの史料や考書学的な発見が，そ
のことを支持している.吉野ヶ盟は，これ
までの発掘の成果によれば，農村集落とい
うよりも，クニの中心，広域的な交易・交
通のセンター，青銅器などの手工業生産物
の生産・集散地，といった都市的な機能を
もった弥生集落とみられ，近接してながれ
ていた城原川を利用して中国の江南地方や
東シナ海世界ともつながる海上交通の要地
であった，と想定されている.筑後)1河口
部では古代，水沼(水間)や嶺麟主などの
瀧畏が活躍していたとみられるが，諸吉町
周辺からは，大陸をふくむ九州以外の土器
が出土しており，また， r日本書紀jの雄略
の条に，中国南朝におくる派遣船の発着地
があったことを想像させる説話があらわれ
る.
時代がくだり平安時代になっても，佐賀
低平地と大随，とくに江南地方との交流が
さかんでトあった.先にふれた下中杖遺跡か
らは，越チ1'窯の青磁などの中国胸磁が多叢
に出土し，当時，江南地方との交易拠点の
ひとつであった，とおもわれる.また，藤
原道長の時，宋僧念救が帰国にあたって，
神埼荘から宋船にのったことをうかがわせ
る記録がみえる.さらに，平安末期では，
鳥羽院の神埼荘の管現者となった平忠盛が，
「神埼庄領Jに来航した唐船に対し，院宣
によって交易しようとして太宰府から訴え
られたことからも，有明海に宋船が来着し
たことが推定される.その川港があったと
おもわれるのが，櫛田神社付近で，いまに
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のこる「小津ヶ里Jの地名からも，城原}1 
の|自海道を満潮にのって有明海から船がさ
かのぼっていた，とおもわれる.こうした
潮汐をたくみに利用した川港が，中世の佐
賀低平地をながれる河川・江湖の遡上摂界
付近におおく立地していた.嬬久は，肥前
田時の外港として市がたち物資の集散，民
鹿の螺集がおこなわれた，といわれ，与賀
神社付近もふるくは小津とよばれ，港・商
家股娠の伝闘がったえられている.そのほ
か六角}l1では，武雄市高橋や問機町，北方
町，大町町に江戸時代以前から栄えた}1港
があった，とみられる.r大町八播宮略記』
には「この大町の津は往昔庸船湊泊すJと
ある.江戸時代にいたっても，牛津，嘉瀬
津，高橋，鹿外津，今津，相応津，今宿，
船津，蒲出津，諸富，早津江などの川潜が，
佐賀低平地の水運をささえたのである.鹿
島市においても，鹿島鍋島家所蔵の『御年
譜附録採録全jに「今の中川筋は，琴路の
韻より古川村を流れて今の潮井川に出，大
なる津にて町もあり.隣国の大船もこの津
に着きたるというJとあり，活発かつ広域
的な海運があったことが，うかがわれる.
4.おわりに
以上の議論をまとめると，つぎのことが
いえるだろう.臨海{昌平地は，今日の農業
や都市的な利舟の進展のなかでは見失われ
ている，多彩な「環境文化Jをはぐくんで
きた.それは，海陸の中間的領域としての
特異な環境をたくみにいかすもので，その
豊かな生態系と共生をはかりつつ漸進的に
開発をすすめ，また，海上交通の利のいか
して広域的な交易・交流活動を展開したこ
とにその特質がある.佐賀低平地は，その
好例といえるのではないか.
「伝統はもっとも近い過去によってつく
られるJということばがあるが， r葉隠jに
代表される農業・封建社会を基盤とした保
守的・禁欲的な生活態度を佐賀の伝統・気
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風ととらえるむきがおおい.しかし，ここ
でもその一端をあきらかにしたように，佐
賀低平地には，海との関係がふかい開放
的・流動的な，商業・国際交流にもつなが
る文化が，すくなくとも古代・中世にはあっ
たことを，わすれではならないだろう.佐
賀藩における近世初頭の陶芸技術の移植・
振興や幕末期の西欧科学技術の積極的な導
入などにみられる開明的な政策や進取の気
風は，それがなお佐賀の文化の底流になが
れていることを示すものといえる.
有明海にひろがる干潟の自然陸化は今後
ともすすむ.したがって，干潟の開発か保
全かといった二者択一の議論ではなしい
かにその特異な環境との共生をはかりつつ
適正な土地利用と環境形成にみちびくかが
重要な検討課題となるが，その意味からも，
佐費低平地の「環境文化Jの研究をふかめ
る必要がある，といえるだろう.これまで
の低平地に関するわが閣の研究は，おもに
近世以降大々的に展開する干拓・農用地の
開発と，近・現代における都市的利用のニー
ズ、の増大への対応に主眼がおかれ，とくに
土壌改良や濯概，低湿軟弱な地盤の改良や
排水・水質の改善など，技術分野でおおき
く発展してきたといえる.いわば土地の生
産性や機能性の向上といった観点から，r不
完全な陸地」としての低平地を改善しよう
というものであったが，海陸の中間的領
域・第3のカテゴリーとして臨海低平地の
環境を肯定的にとらえ，そこではぐくまれ
てきた「環境文化Jから，おおくをまなぶ
べきでないか.それが「低平地学jのもう
ひとつの研究領域として確立されることが，
おおいに期待される.
小稿での議論のみで，佐賀低平地の今後
の環境形成の方向をかたることはできない
が，こうした豊かな「環境文化Jを今日に
いかすといった観点からみれば， r佐賀空
港J建設を契機とした広域交通・物流ネッ
トワークの形成と，海・陸の二元論をこえ
た臨海域のあらたな環境デザインの創出が，
重要なテーマとなることは間違いないだろ
フ.
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